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提 案 者 岡崎市立東海中学校 太田 信 

研究題目 
    仲間とかかわりながら、よりよい社会づくりへの参画をめざす社会科の授業 
～「中学３年地方自治と私たち－アウトレット誘致は幸せにつながるのか－」の実践を通して～ 

１ はじめに 
 岡崎市の社会科部は、研究テーマ「仲間とかかわりながら、よりよい社会づくりへの参画をめざす社

会科の授業」を受け、28 年度から授業実践を行ってきた。過年度の研究を通して得られた成果と課題は

以下の通りである。 
＜実践単元＞ 28 年度 ２年生 地理的分野「中部地方-伝統産業は存続していくことができるのか-」 
       29 年度 ３年生 公民的分野「地方自治と私たち－これからの伊賀川－」 
       30 年度 ３年生 公民的分野「地方自治と私たち－徹底討論！額田のバス路線‐」 
＜成果＞ 
・28 年度の実践では、学級の仲間とのかかわり合いの場が、疑問を抱き追究の視点を明らかにする場と、

自らの考えを深め新たな視点へ目を向ける場として重要であることが実証できた。 
・29 年度の実践では、伊賀川の防災について、子どもの疑問から問いを得ることで追究意欲が増し、主

体的な追究活動と深い社会認識に至ることができた。 
・30 年度の実践では、衰退が予想される子どもにとって身近なバス路線を教材化したことで、子どもた

ちは切実感を抱き、地方自治への参画による持続可能なバス路線のあり方を話し合うことができた。 
＜課題＞ 
・28 年度の実践では、教師側の誘導が強く出てしまった場面があった。主体的な社会参画への意欲を高

めるために、思考の連続性を大切にした単元構成の在り方を再考する必要がある。 
・29 年度の実践では、立場による多様な子どもの問いに対して、構造的な板書や、意見を深める問い返

しが課題であり、多面的・多角的な社会事象の捉えが明確にはできなかった。 
・30 年度の実践では、ゲストティーチャー等との仲間との出合いが、真に子どもの「出合いたい・学び

たい」という思いから実現をしたものであるかについて再考する必要がある。 
これを受けて、本研究では、「仲間とのかかわり」を授業の核に据えて、子どもの切実な問題意識か

ら課題を追究する。その中で、仲間との出合いに必然性を感じながら、よりよい社会づくりに向けて、

現代から未来においての参画をめざす子どもを育てることをめざし、研究を進めることとした。 
２ 研究主題のとらえ 
「仲間とかかわりながら」 
「仲間」とは、共に学び合う学級の子どもたちだけでなく、学びを通してかかわる人たちもすべて含

めたものを意味する。社会を構成するのは人である。よりよい社会づくりへの参画のためには、仲間と

かかわり合うことが礎となるべきであると考える。 
「よりよい社会づくり」 
「よりよい社会」とは、そこにかかわる人にとって幸せを感じられる社会（持続可能な社会）である。

問題の解決が見えた先にあるのが「よりよい社会」であると考える。 
「参画をめざす」 
「よりよい社会づくり」へ「参画する」という行動化だけをめざすのではなく、行動化への意識や意

欲を高めたり、きっかけを作ったりする「参画していこうとする」姿や、社会とのかかわりに「思いを

はせる」姿も参画と考える。 
３ 本研究実践を通してめざす子ども像は以下のとおりである。 
①  学区の抱える課題に対して切実感を抱き、その問題解決のための追究活動において、学区のまち

づくりに関わる仲間や学校の仲間と積極的にかかわり合い、主体的に学ぼうとする生徒 
②  地域のまちづくりに関する情報の精査に見通しをもちつつ、自分の考えを再構築していく中で、

多面的・多角的に今後のまちづくりの進むべき方向性を考え、学区の地方自治のあり方についての

価値認識を深めることができる生徒 
③  仲間とのかかわり合いを通して、よりよいまちづくりの参画への意欲を高める生徒 
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４ 研究の仮説と手だて 
【仮説Ⅰ】 

生徒にとって身近で、生徒がかかわる必要性を感じる社会事象を教材として取り上げれば、生徒は追

究意欲を高め、主体的に学びに取り組み、責任ある持続的な社会参画をめざす姿が見られるであろう。 

手だて① 東海地区の再開発という地域教材を取り上げる…自分たちの住む街の課題を自分事と

してとらえ、切実感をもって追究活動を行うことができるようにする。 
手だて② 課題にかかわる人との出会い…東海地区のまちづくりはそれぞれ違った立場からかか

わっている人たちがいる。まちづくりの主体となる地域住民・行政・まちづくりに対

して不安を抱える人など、それぞれの立場の方の強い願いと、中学生に期待する思い

に触れることで、よりよい社会づくりへの参画に意欲を高め、参画に対する見通しを

持つことができるようにする。 
【仮説Ⅱ】 

社会的な見方・考え方を働かせて多面的・多角的な社会認識を獲得することで、主権者としてよりよ

い社会づくりへの具体的な参画を模索し、地方自治のあるべき姿を考えることができるであろう。 

手だて③ 子どもの問いが連続する単元構成を考える…子どもの疑問や、思考の変容に合わせて

学習を見通す時間やｹﾞｽﾄﾃｨｰﾁｬｰとの出会いを設けることで、学ぶ必然性を感じながら

課題に携わる仲間と出合い、社会的な見方・考え方を働かせられるようにする。   
手だて④ 見方・考え方を働かせる教師の出の工夫…子ども同士のかかわり合いの中で子どもに

社会的な見方・考え方からの追究の時間につながる教師の出を行い、思考を揺さぶる

ことで、実社会の多様性に気づき、地方自治がどうあるべきかを主権者としての自覚

の下で考えることができるようにする。 
５ 教材について 
地方自治とは、地域住民の願いと主体的な努力によって実現するものである。そして、その願いや努

力は持続可能な社会を創ることを目指していることが大切である。本学区はアウトレットモールの誘致

と、それに関わる地域の再開発の計画が市から発表されている。とりわけアウトレットモールの誘致に

関しては、生徒の関心も非常に高い。このアウトレットモールの誘致や地域の再開発はもともと、地域

が抱える人口減や少子高齢化といった深刻な課題を解決するために、東海学区の住民からの粘り強い要

望をもとに企業や市が動き出した計画である。現段階での計画は未決定の部分も多く、その実現に向け

ては地域住民の願いを行政に伝える話し合いを今後も継続し、山積する課題を解決していくことが不可

欠である。アウトレットモール誘致やそれに伴う地域の再開発にむけて発足された「まちづくり協議会」

の方と行政の共通の願いは、「次世代のために持続可能なまちづくりをしたい。その実現のため若者の

意見を聞きたい。」というものである。そのため、次世代の東海学区の主権者となる生徒の考えが求め

られてもいる。生徒の願いが具現化される可能性が十分にあるアウトレットモールの誘致計画を教材化

することで、地方自治の本質を理解し、持続可能な発展に寄与しようとする住民としての自治意識の基

礎を育みたいと考え、本研究実践に取り組むこととした。 
６ 単元目標 
（１） アウトレットモールの誘致に関する調査活動を手掛かりにして、地域社会におけるよりよいま

ちづくりは住民の主体的な努力によって実現するものであり、住民参加による住民自治に基づく

ものであることを理解できる。(知識・技能) 
（２） アウトレットモールの誘致に関わる、地域住民の願いや行政の働きをもとにして、地域社会の

一員として自らが果たすべき役割にはどのようなことがあるかについて考え、主権者として判断

したことを適切に表現することができる。(思考・判断・表現) 
（３） 東海学区のこれからに危機感を抱き、学区の再開発について地域住民の一人として関心を高め

る中で、アウトレットモールの誘致に関連する現状と市や地域住民の願いについて、意欲的に追

究することができる。 （主体的に学習に取り組む態度） 
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７ 単元計画 
次 「学習課題」  ○学習内容 

主に働かせたい 
社会科的な見方・考え方 

１ 

「全員が、資料から東海学区が抱える課題を読み取り、その解決策を一つ以上挙げ

ることができる」  
○学区の課題を把握し、解決策としてｱｳﾄﾚｯﾄﾓｰﾙ誘致計画と出合う。手だて① 

「現状にはどのような問題

点があるのだろうか」 
「課題解決に必要な要素に

はどのようなものがあるだ

ろうか」 
(現代社会の見方・考え方) 

２ 
「全員が、ｱｳﾄﾚｯﾄﾓｰﾙの誘致によるﾒﾘｯﾄとﾃﾞﾒﾘｯﾄを予想することができる」 
○ｱｳﾄﾚｯﾄﾓｰﾙ誘致がもたらす学区への変化を予想し、話し合う。手だて④ 

「アウトレット誘致はどの

ような生活の変化をもたら

すのだろうか」 
(現代社会の見方・考え方) 

単元を貫く学習課題 
   アウトレットモールの誘致は、学区民の幸せにつながるのだろうか 手だて①④ 

３ 

「全員が、ｱｳﾄﾚｯﾄﾓｰﾙの誘致が学区民の幸せにつながるかを調べるための、調査計画

を立てることができる」  
○追究の方法に見通しを持つ。 
・市役所、地域住民の話を聞きたい。(⇒第５次～７次へ) 手だて③ 
・資料を使って調べたい。(⇒第４次へ) 手だて③ 

「誰に聞けばよいのか。どん

な資料を調べればよいのか」 
(現代社会の見方・考え方) 

４ 

「全員が、ｱｳﾄﾚｯﾄﾓｰﾙの誘致が学区民の幸せにつながるのかについて、資料から読み

取ったことをもとに、自分の考えをまとめることができる」 手だて③ 
○資料から過去の他地区の様子を把握する。市の方針や計画に関する基本的な知

識を得る。 

「他地区の過去の成功例失

敗例の要素は何か」 
(地理的な見方・考え方) 
「地方自治と政治はどう関

わっているか」 
(現代社会の見方・考え方) 

５ 

「全員が、市役所の方の話を聞いて、ｱｳﾄﾚｯﾄﾓｰﾙの誘致計画の現段階での進み具合や

予想されるメリット、現状の課題を把握し、ｱｳﾄﾚｯﾄﾓｰﾙの誘致が学区民の幸せにつ

ながるのかについて自分の考えをまとめることができる」 
○市役所都市計画課から計画の経緯や進捗状況を聞く。手だて②③ 
今後の市の方針や、中学生に期待することを聞く。 手だて②③ 

「地方自治における行政の

役割とは何か」 
「市の計画は持続可能なま

ちづくりにつながる計画に

なっているか」 
(現代社会の見方・考え方) 

６ 

「全員が、まちづくり協議会の方の話を聞き、ｱｳﾄﾚｯﾄﾓｰﾙを誘致することになった経

緯やそれに伴う地域の再開発の計画と地域住民の方の願いを知り、ｱｳﾄﾚｯﾄﾓｰﾙの誘

致が学区民の幸せにつながるのかについて自分の考えをまとめることができる」 
○再開発に向けた地域住民(まちづくり協議会)の強い願いに触れる。手だて②③  
・計画に不安を抱えている人の話も聞いてみたい。(⇒第７次へ)  手だて③ 

「地方自治における地域住

民の役割とは何か」 
「本当に推進してよい計画

なのだろうか」 
(現代社会の見方・考え方) 

７ 

「全員が、天野さんのお話を聞いて、ｱｳﾄﾚｯﾄﾓｰﾙの誘致に対する学区民の不安の声も

踏まえて、ｱｳﾄﾚｯﾄﾓｰﾙの誘致が学区民の幸せにつながるのかについて自分の考えを

まとめることができる」  
○計画に対する切実な不安の声に触れる。 手だて②③ 

「より多くの人が納得をす

るまちづくりにつなげるた

めにはどうすればよいか」 
(現代社会の見方・考え方) 

８ 

「全員が、これまでの資料や事実を整理し、ｱｳﾄﾚｯﾄﾓｰﾙの誘致が学区民の幸せにつな

がるのかについて根拠を明確にして改めて自分の考えをまとめることができる」 
○資料を精査し、自分の考えを再構築する。    手だて③ 
仲間とのかかわりの必要性に気付く。(⇒第９次へ) 手だて③ 

「他の人はどのような意見

を持っているのだろうか」 
(現代社会の見方・考え方) 

９ 

「全員が、ｱｳﾄﾚｯﾄﾓｰﾙの誘致が学区民の幸せにつながるかについて、根拠となる資料

や事実をもとにみんなで話し合い、自分とは異なる立場や見方を理解したうえで

自分の考えをまとめることができる」 
○これまでの調査活動をもとに根拠を明確にして話し合う。手だて③ 

・よりよいまちづくりのために自らがすべきことついて考える視点をもつ。 手だて④ 

「どうすれば学区民の幸せ

につながる計画にできるの

だろうか」 
(現代社会の見方・考え方) 

1
0 

「全員が、これまでの調査活動や話し合いをもとに、アウトレットモールの誘致が

学区民の幸せにつなげるために自分がすべきこととは何か考えることができる」 
○よりよいまちづくりに向けてすべきことを行政、地域住民、わたしたち（中学

生）の三つの立場ごとに分類する。 手だて③④ 
・わたしたちのすべきことについて具体的に行動にしたい。(⇒第 11 次へ) 手だて③ 

「行政・住民・自分、それぞ

れの立場で地方自治とどう

関わっていくべきか」 
(現代社会の見方・考え方) 

1
1 

「全員が、ｱｳﾄﾚｯﾄﾓｰﾙの誘致とそれに伴うまちづくりを学区民の幸せにつなげるため

に、わたしたちがまちづくり協議会の方に伝えるべき内容を考え、話し合いによ

って学級としての意見をまとめることができる」 
○まちづくり協議会への提言の内容を話し合う。 手だて③  

「地方自治にかかわる一員

として自らのすべきことと

はなにか」 
(現代社会の見方・考え方) 

備考 本校東海中学校は『学び合い』(二重括弧の学び合い)の理念に基づく授業研究を進めている。そのため、学習

課題は『学び合い』の特徴の一つである「全員が○○できる」という形になる。 
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８ 抽出生徒 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
９ 授業実践  
○第１次【学区の課題を読み取り、解決策を考える】（手だて①）  
 第１時ではまず、岡崎市の８つの地区ごとに示された「人口推移グラフ」「５歳階級別人口ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ」

「年齢別人口と構成比(対前年比を含む)」を資料として提示した。 
このグラフから、東海学区が抱える少子高齢化と人口減という課

題を読み取ることをねらった。生徒は、資料から市内の他の地区

と比べて、自分たちの住む東海学区の少子高齢化と人口減の進行

が深刻であると気づき、「このままじゃ、この学区まずい…」と口

にした。そこで教師はその気づきを全体で共有し、「この二つの課

題を解決できるような策はないかな」と問いかけた。すると、ア

ウトレットモールの誘致を挙げる生徒が複数いたため、アウトレ

ットモール完成予想図を提示した。生徒は初めて目にする完成予

想図に感嘆の声を挙げつつ、「そんなにすごいものができるのか」

「これが完成したら学区が激変する」とつぶやいた。この雰囲気

を利用して「本当にアウトレットができることで学区の課題は解

決するのかな」と問いかけた。すると、「これだけ大きなものがで

きれば、この学区はかなり都会になる」という声があった。そこで次時以降生徒は、アウトレット誘致

について調べることにした。 
生徒の感想は【資料１】のようであった。生徒Ａ・Ｂともに、学区の抱える課題解決に必要な「雇用」

「子育て」「移住」などの要素についての見方・考え方を働かせつつ、予想を立て、自分の住む学区に

ついて追究意欲をもっていることがわかる。 
○第２次【アウトレット誘致のメリットとデメリットを予想する】(手だて④) 
 第２時は前時の流れを汲んで、アウトレット

誘致のメリットとデメリットを予想した。個人

追究と全体の話し合いでは、メリット・デメリ

ットともに多くの予想が立てられた。【資料２】

はその様子の一部である。C28 でまず「少子高

齢化対策になる」と語り、その後メリットが人

口増・経済発展・利便性の向上などの点で挙げ

られた。すると、C35 では逆にデメリットとし

て、交通渋滞・自然破壊・新規住民の未定着な

どが挙げられた。メリット・デメリットのどち

らも挙げられたことでアウトレットモールの誘

致が学区民にとって「いい」のか「良くない」

Ａ… 学習に対する態度は非常にまじめでこつこつと取り組むことができる。中学校生活のなかで、
自分の考えを他者に向けて発信しようとする態度が養われてきた。そこで、Ａのまじめで考え
を発信しようとする良さを生かし、切実感をもって、多面的・多角的な視点をもとに身近な学
区の地方自治について考える学習の場を設定すれば、よりよい社会づくりに向けて積極的に参
画していこうというＡの態度を養うことができると考えた。さらに、Ａの考えが他の生徒に発
信されることで、学級全体の活発なかかわりと、学区の地方自治への参画について真剣に考え
る姿勢の醸成が期待できると考えた。 

Ｂ… 日々の授業では、問題を効率的に解く手順を得るために、積極的に他者とかかわろうとする
ことができる。しかしながら、学習の必要性を感じて自ら進んで追究したり、考えをはっきり
と伝えたりする姿はあまり見られない。そこで、課題解決のために仲間とかかわわることので
きるＢの良さを生かし、課題解決と自らの考えを他者に伝える必要性を感じ実感する学習の場
を設定すれば、Ｂのよりよい社会づくりに向けて自らの参画の方法を考え、実践につなげよう
とする態度を養うことができると考えた。 

【資料１】第１時の感想 
[生徒Ａ] 
みんなに長生きしてほしいけど、新たな

世代も増えてほしい。アウトレットがで

きて雇用が増えるだけでは、別のまちか

ら働きに来るだけになってしまうので

ないか。この町に住んでもらうような工

夫が今後必要になると思う。 
[生徒Ｂ] 
このままでは人口が減りつづけてしま

う。そうならないために、アウトレット

によって雇用の場を確保するだけでな

く、子どもを育てやすい環境をつくるこ

とが課題の解決には欠かせないと思う。 
アウトレットがそれにつながるのか調

べたい。 

【資料２】第２時 授業記録 
T8   あなたは今ｱｳﾄﾚｯﾄ誘致計画についてどう思いますか。 
C28  自分は賛成。人口が増え、若者も増える。少子高齢化対

策になる。 
C29  経済が発展することや知名度があがることで、電車の本

数が増えるなどの効果も期待できると思う。 
(中略) 

C35  だけど、この学区に住む人にとってよくない。国道１号

線は確実に渋滞するし、自然も壊される。アウトレット

に人が来ても、学区に住むとは限らないし、今住んでい

る人にとってもよくない。アウトレットは少子高齢化や

人口減の解決にはならない。 
T9   「いい」「良くない」という言葉が出てきているけれど、

「いい」とはどういうこと？ 
C36  学区の人の幸せになるかどうかということ。 
T10  幸せになるかどうか…みんなはどう思う？ 

では、次の時間からはそこについて考えて行こうか。 
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のかの判断ができないと感じた生徒に T９「いいとはどういうこと」と切り返したことで、生徒は C36
「学区の人の幸せになるかどうかということ」という新たな追究の視点を見出した。学級内で共有する

ことができたので本単元を貫く学習課題「ｱｳﾄﾚｯﾄﾓｰﾙの誘致は学区民の幸せにつながるのだろうか」を

設定した。また思考の変容を分かりやすくするために毎時間価値判断をし、Ａ(つながる)～Ｅ(つながらな

い)で表すことにした。 
 【資料３】は生徒の授業の感想である。「学区

の人の立場から考えると」(生徒Ａ)「幸せになる

人もいるし、ならない人もいる」(生徒Ｂ)から、

立場による多様な視点で考える必要性に気付き

始めている生徒の姿をとらえることができる。 
○第３次【調査計画を立てる】(手だて③④)  
 前時の感想を読むと「幸せ」の認識にばらつ

きがあったため、第３時の初めに、単元を貫く

学習課題の中の「幸せ」について最低限の定義

を考えることにした。前時の感想にあった、「今

のままでは持続可能な社会は実現できない」と

いう記述を取り上げ、持続可能な社会とは「将

来の世代の幸福と現在の世代の幸福とが両立で

きる社会」であると確認した。その上で、東海

学区が持続可能な地域であることを願うかと教

師が問うと、全員が「願う」と答えた。そこで、

「将来の世代の幸福と現在の世代の幸福とが両

立できる」ということがこの単元で考える幸せであり、そのためには、少子高齢化と人口減という課題

の解決は必要であるということを共通認識した。この定義をふまえ、生徒はどんな追究をするべきか計

画を立て始めた。【資料４】は生徒の調査計画の一部である。「自分で調べないと」と意欲を高める様子

が読み取れる。生徒が挙げたような調査計画に沿って、次時以降の追究を進めていくこととなった。 
○第４次【資料をもとに考えをまとめる】(手だて③)  
第４時ではまず、資料をもとに調査活動を行った。使用した資料は【資料５】の通りである。 

 【資料６】は第４時の生徒の感想である。 

 生徒Ａは、「住民が無関心や反対をした地域は、住民への説明や交通整備が十分ではなかった」と、

他地区の様子を調べたことで、地理的な見方・考え方を働かせて、地域住民への計画の周知や具体的な

課題解決が、アウトレット誘致を学区民の幸せにつなげるための要素であるという考えをもつことがで

きた。また、生徒Ｂは現代社会の見方・考え方を働かせて、「地域のためにもっと有効なお金の使い道

があるのではないか」と、地方自治を市の予算の観点から考えることができた。 
○第５次【聞き取り調査をする】(手だて②③)  
第５時から第７時は、前時の感想に住民と市の観点が多数出てきたことから聞き取り調査を行った。

岡崎市役所都市計画課、まちづくり協議会(地域住民)アウトレット建設予定地近くにお住まいのＣさん、

と３つの立場の方にご協力いただき、それぞれ一時間ずつお話をお伺いした。次ページ【資料７】は聞

【資料３】第２時の感想 
[生徒Ａ]価値判断Ｄ どちらかと言えばつながらない 

アウトレットは楽しみだったが、学区の人の立場から考え

るといいことばかりではないと気づいた。学区の課題を解

決するためには、完全に移り住んでくれる案を考えないと

いけない。 
[生徒Ｂ]価値判断Ｃ どちらとも言えない 
お年寄りが買い物に行きやすくなるし、若い人にとっても

便利になる。でも。交通量が多くなって事故が増えるのは

ダメ。自分だったらちょっと離れたところに住みたくな

る。だから、幸せになる人もいるし、ならない人もいる。 

【資料４】第３時の調査計画 
[生徒Ａ]価値判断Ｃ どちらかとも言えない 

ただ問題点を挙げるだけでなく自分で調べないと判断は

できない。詳しい計画の内容を調べたい、学区の住民の意

見をアンケートなどで知りたい。 
[生徒Ｂ]価値判断Ｃ どちらとも言えない 
地域の人にアンケートをとったり、実際の数値を見たり、

市役所の方の話を聞いたりしたい。色々な視点から見るこ

とで、今の私の意見も変わるかもしれない。 

【資料５】調査活動の資料 ・岡崎市長ＨＰ ・岡崎市平成 31 年度予算重点事項 ・岡崎市都市計画マスタープラ

ン 
【資料６】第４時の感想 
生徒Ａ 価値判断Ｃ どちらとも言えない｜ 他地域の様子を見ると住民から好印象の地域もあれば、住民が反対

または無関心の地域もある。住民が無関心や反対をした地域は、住民への説明や交通整備が十分ではなかった。丁

寧に市が計画を立て、住民の許可と期待と得てから建設をはじめれば学区民の幸せにつながるのではないだろうか。 
生徒Ｂ 価値判断Ｄ どちらかといえばつながらない｜ 東海学区の人は、アウトレット計画についてほとんど何

も知らない。このままでは、失敗した他の地域のようになってしまう。また、かなりのお金を使うことがわかった。

地域のためにもっと有効なお金の使い道があるのではないか。 
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き取り調査の様子と生徒の感想である。 
【資料７】聞き取りの様子 
第５時 市役所都市計画課のお話を概要 
・アウトレット誘致計画は地域住民の強い願いがその発端となっている。 
・市では住民の願いを実現するため、綿密に計画を立てて行政上の手続きも行っている。 
・明確なビジョンをもとに計画を進める責任がある。 
・中学生にも関心を持ってもらいたいし、どんどん意見を伝えてほしい。 
第 5 時の感想 
生徒Ａ 価値判断Ｂ どちらかと言えばつながる 
市はじっくりと計画を立て、いろいろな問題の解決に向け
て対策を立ててくれている、しかし、学区の人の意見を聞
かなければ判断はできない。 

生徒Ｂ 価値判断Ｃ どちらとも言えない 
交通量の増加などに備えて対策を取ってくれていること
は分かった。でも、どのような計画で進められているかを
地域住民の方にしっかりと伝えなければいけない。 

第６時 まちづくり協議会のお話の概要 
・学区のために 10 年以上かけて話し合いを重ね、やっと実現に向けて動き出している。 
・地域住民とも話し合い、意見や要望を聞きながら慎重に計画を進めている。 
・アウトレット誘致を「核」として、地域住民の生活を豊かにすることが最大の狙い。 

（病院や企業の誘致・雇用の拡大・子育てしやすいまちづくりなど） 
・２０年後、３０年後のための計画であり、その頃このまちを担うのは君たち中学生だ。 
・中学生の意見を聞きたい。 
第６時の感想 
生徒Ａ 価値判断Ａ どちらかと言えばつながる 
まちづくり協議会の人たちが何年も前から市に訴えてき
てくれた計画であり、住みやすいまちになるための利点が
たくさんあるとわかった。こんなに考えてくれているのだ
から、私も積極的に意見を言っていきたい。 

生徒Ｂ 価値判断Ｂ どちらかと言えばつながる 
まちづくり協議会だけでなく、学区のみんなで協力して計
画を進めていくことが重要。そうすれば未来にも続く明る
い住みやすいまちができるかもしれない。でも、『全員が
幸せ』の実現は難しい。 

第７時 Ｃさんのお話の概要 
・計画の不安を抱える卒業生の手紙の紹介。（環境破壊・通学路の安全確保への不安） 
・自然破壊・治安の悪化・交通問題など大きな不安が山積みである。 
・その不安が解消される計画だとは思わない。学区の良さ、素敵な風景を壊さないでほしい。 
・３０年後、この地域を担っていくあなたたちにこの問題を真剣に考えてほしい。 
第７時の感想 
生徒Ａ 価値判断Ｃ どちらも言えない 
アウトレット計画は幸せにつながるとばかり思っていた。
でも、Ｃさんの不安は多種多様だった。この問題を解決し
てから計画を進めなくてはいけない。 

生徒Ｂ 価値判断Ｄ どちらかと言えばつながらない 
私も学区の自然は大好きだけれど、Ｃさんの考えだけで
は、この学区は持続可能にならない。でも、Ｃさんの意見
は無視できない。 幸せって、なんだろう。 

 第５時から第７時にかけて、生徒Ａは価値判断をＢ→Ｂ→Ｃ、生徒ＢはＣ→Ｂ→Ｄと変化させており、

生徒の考えは揺れ動いている。これは、課題にかかわるそれぞれの立場の人との出会いが、課題につい

て様々な視点を与えたためだと考える。生徒Ａは「私も積極的に意見を言っていきたい」（第６時）と

まちづくりへの参画に対する意欲を持つことができた。また、「住みやすいまちになるための利点がた

くさんある」とアウトレット誘致に期待できる地域住民への好影響を理解しつつも、「Ｃさんの不安は

多種多様」と計画に対する不安の声も把握した。また、生徒Ｂは「『全員が幸せ』の実現は難しい」（第

６時）「幸せって、なんだろう」（第７時）と実社会の多様性に気づき、地方自治の難しさに直面してい

ることが分かる。生徒Ａ・Ｂはともにまちづくりを住民主体で行っていくことの重要性を感じている。

それは、「学区の人の意見を聞かなければ判断できない」(生徒Ａ・第５時)「学区のみんなで協力して計

画をすすめていくことが重要」(生徒Ｂ・第６時)という感想から分かる。 
生徒Ｂは授業後に「地域に住むもっと多くの人の意見を聞きたい」と訴え、生徒Ａらとともに「東中

まちづくり協議会」を発足した。この「東中まちづくり協議会」が中心となって地域住民へのアンケー

トを実施した。 
○第６次【根拠を明確にして自分の考えをまとめる】(手だて③)  
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第８時は個人追究の時間とした。これまでの追究成果を

整理し、考えを主張する根拠にふさわしい資料を選択する活動に取り組んだ。生徒が考えの根拠とする

資料には、これまでの授業で追究した資料に加えて、地域住民へのアンケート結果も取り入れた。前時

までに実社会の多様性に気づいている生徒たちに、立ち止まってじっくりと個の考えを整理する時間を

確保することで、仲間と意見を交流したいというさらなる追究意欲が生まれると考えた。【資料８】は

生徒の感想である。 
生徒Ａの下線部からは、自分の住む学区に対する切実な思いから、まちづくりを見届けていこうとす

る姿勢をとらえることができる。また、生徒Ｂは下線部のようにアンケートを根拠として、計画の目的

や地域住民の願いに矛盾がないことを認識しつつも、少数派であるＣさんの意見も尊重したいと考えて

いる。 
第８時の他の生徒の感想からは、「たくさんの意見を聞くことで、自分の意見を批判的に見直したい」

「自分とは違う意見を持った人と意見交換し、いろんな面からアウトレットについて考えたい」といっ

たものが多く見られたため、次時では、学級全体で単元を貫く学習課題「アウトレットモールの誘致は、

学区民の幸せにつながるのだろうか」について、話し合う場を設けることにした。 
○第７次【学級で話し合う】(手だて③④) 
 この話し合いは、【資料９】のように「幸せにもつながらない」という意見から始まった。生徒Ａは

話し合いの司会的役割となり、教師が配付した座席表(前時の生徒意見を記載)を見ながら、Ｃ7 やＣ17
のように多くの生徒の意見を引き出した。 

 これまでの学習を通して、生徒は多数決で決めようとしない姿勢が身に付き、未来を生きる世代とし

ての責任感を高めつつあると教師はとらえていた。そのため、その責任感を自覚した行動に移すことを

ねらって、Ｔ４での「じゃあ、どうするの？」という教師の出を行った。これにより、生徒Ａの下線部

の言葉のように、生徒は、どのようにまちづくりに関わっていくべきかを考えるようになった。 

【資料８】第８時の感想 
生徒Ａ 価値判断Ｂ どちらかと言えばつながる｜ Ｃさんのように計画に不安を抱えている人もいるが、市役所

の方もまちづくり協議会の方も何年もかけて計画してくれている。それぞれの思いの強さを知った。不安材料はあ

るが、それぞれの課題の解決策を考えていくことが必要だし、今はそうして計画が進んでいる。だから、『幸せにつ

ながる』というか『幸せにつながってほしい』と思う。 
生徒Ｂ 価値判断Ｃ どちらとも言えない｜ アンケートの結果、計画が学区民の幸せにつながらないと考えてい

る大人は約１０％と、思っていたよりも少なかった。大人たちはアウトレット計画で地域の利便性が上がることを

期待しているし、それは計画を進めてきた人たちの狙いと一致している。ただ、Ｃさんの思いも大切にしたい。 

【資料９】第９時の授業記録 
Ｃ4 「アウトレットに集客力を期待していると市の人は言っていた。しかし、実際に人が来なかったら建設費は

無駄になるし、幸せにもつながらない」  (中略) 
Ｃ7 「アウトレットの集客力は認めるが、住宅地が出来なければ人口減という課題は解決されない」 (中略) 
Ｃ17 「アウトレットを“核”として、車がなくても生活できるまちにする必要がある」       (中略) 
Ｃ24 「私たちが大人になったときに少子高齢化も人口減もさらに進んでいるはず。だから、これからの未来の幸

せのためにも今アウトレットを誘致することが必要」 (中略) 
Ｃ27 「学区の抱える課題を解決するためには、アウトレット以外の何かを誘致したり、何も建てなかったりした

ほうがよいのではないか」 
Ｃ28 「何も建てないはありえない。そうしたら今の幸せは維持できても未来の幸せにはつながらない」 (中略) 
Ｃ30 「アウトレット誘致計画はもう 10 年以上考えられ、進みつつある。今から他の計画に変えていたらさらに時

間がかかる。その間にも少子高齢化も人口減も進んでいく。だから計画の考え直しは現実的ではない」(中略) 
Ｔ2 「Ｃ30 の意見があったね。計画の様子を知っているみんなにとっては、今からアウトレット計画が別のもの

になるというのは現実的だと思う？」 
Ｃ36 「そういう変更はないと思う」(中略) 
Ｔ4  「やはりアウトレット計画自体が変更になることはなさそうだね。でも、これまでにみんなの意見であげら

れたような不安材料もいっぱいあるのも事実のようだ・・・じゃあ、どうするの？」 
Ｃ37 「今考えられているデメリットへの解決策は、税を使ったり市役所が動いたりとしているものばかりなので、

市民と行政が話し合いを重ねていき、市民の意見を聞いた解決策を考えていくことが大切だと思う」 
生徒Ａ「『幸せにつながらない』と考えている人の意見の多くは学区の人の気持ちを考えている。大切なのは、幸せ

につながるかつながらないかではなく、幸せにつなげるためにどうするかだと思う」 

地域住民へのアンケート結果の一部 
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 生徒Ａは、「何かできることがあるはずだ」とよりよい社会づくりへの参画の意欲を高め、まちづく

りにかかわる視点として「一つのことでも多面的に見ること」が重要であるという考えをもった。生徒

Ｂは「多くの立場から意見を伝えることで未来が変わってくる」と主権者としての自覚のもとで、参画

に対する見通しを持つことができた。また、「見守り続けたい」からは、今後もまちづくりに参画して

いこうとする生徒Ｂの姿を捉えることができる。 
○第８次【誘致を学区民の幸せにつなげるために自分がすべきことを考える】(手だて③④)  
 前時の話し合いを受けて第 10 時では「学区民の幸せにつなげるためにすべきこと」を「市」「地域住

民」「中学生」の立場で整理をした。この活動を通して、生徒は改めて地方自治に関わるそれぞれの立

場の役割を再認識した。地域住民の願いを政治によって実現するという地方自治の仕組みを理解した生

徒たちは、中学生としての意見をまちづくり協議会に伝え、まちづくり協議会にはその思いをもとに市

との話し合いを進めてもらおうと考えた。 
 そこで第 11 時では、まちづくり協議会に伝えるべきことを考えた。話し合いのなかで生徒Ｂは「今

出ている意見は、『若い人からの意見がほしい』

という市やまちづくり協議会の方の意見に応え

られていない」と発言した。生徒たちは、中学

生だから見える視点にこだわって考えをまとめ

た。最終的には、東中まちづくり協議会を中心

に意見書（【資料 11】）をまとめ、学級全体の承

認を得た後にまちづくり協議会に意見書を提出

して単元を終えた。 
10 成果と課題 

[仮説Ⅰ]について 
手だて①では、今後大きな変化が予想される学区のアウトレット誘致とそれに関わるまちづくりを

地域教材としたことで、生徒は課題を自分にかかわることと捉え追究意欲を高めていった。 
手だて②では、まちづくりにかかわる人と出会ったことで、生徒はまちづくりにかかわる課題につ

いて多面的・多角的な視点で考えることができた。また、それぞれの立場の人の強い願いや中学生に

向けた期待を知ったことで、生徒はまちづくりに参画していこうとする姿が見られた。 
[仮説Ⅱ]について 
手だて③では、子どもの思考の変容に合わせて単元構想を考えたことで、生徒は学習に見通しを持

った。また社会的な見方・考え方を働かせてｹﾞｽﾄﾃｨｰﾁｬｰと出会う必然性を感じながら仲間とともに学

習を進めた。それがよりよいまちづくりのためには住民を主体に多くの立場から意見を伝えていきた

いと考える生徒の姿につながった。 
手だて④では、【資料２】の教師の切り返しによって、生徒は単元を貫く学習課題を設定した。ま

た、【資料９】Ｔ４の教師の出によって、生徒の思考は主権者としてどのようにまちづくりと関わっ

ていくべきかという視点に切り替わった。その思考の転換が、意見書の提出という具体的な行動や、

今後もまちづくり参画していこうとする生徒の姿につながった。 
11 おわりに 

【資料 10】第９時の感想 
生徒Ａ｜ 自分がメリットだと思っていたことも他の人からはデメリットに映っていた。一つのことでも多面的に

見ることが大切だとわかった。自分たちに出来ることをもっと考えたい。何かできることがあるはずだ。 
生徒Ｂ｜ 私たちも含めて、地域の人も話し合いに参加し、共に解決策を考えたり、意見を伝えたりしなければい

けない。「幸せ」でも、だれの幸せなのかで意見が変わってくるから、多くの立場から意見を伝えることで未来が変

わってくる。これからもこの学区の変化を見守り続けたい。 

【資料 11】まちづくり協議会に提出した意見書（要約） 
① 学区の安全を確保してほしい 
  (通学路の安全・治安の維持など) 
② できる限り情報を公開し、学区の人の意見を反映してほしい 
  (説明会の実施や意見交換の場の確保など) 
③ 地域の人が暮らしやすいまちにしてほしい 
  (保育施設や健康増進の設置など) 
④ このよさを生かしたまちづくりを進めてほしい 
  (小中学生が活躍できるスペースの確保など) 

【資料 12】単元終末の感想 
生徒Ａ｜ アンケートをつくったり、まちづくり協議会の方に意見を伝えたり、多面的に考えようと努力したり、そ

れらのこの単元の学習は、もう小さな小さな地方自治であったような気がする。  
生徒Ｂ｜ 私たちも含めて、地域の人も話し合いに参加し、共に解決策を考えたり、意見を伝えたりしなければいけ

ない。「幸せ」でも、だれの幸せなのかで意見が変わってくるから、多くの立場から意見を伝えることで未来が変わ

る。 
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 本実践で生徒Ａ・Ｂらが発足した「東中まちづくり協議会」を中心に作成された意見書は、実際のま

ちづくり協議会でも取り上げられ、アウトレット事業者にも提出された。また、生徒の要望に応えて中

学生を交えた地域の意見交換会が開かれ、参加した生徒は意見を述べた。生徒Ａの言葉にある「小さな

小さな地方自治」であった本単元の学習は、生徒の実際の地方自治への参画へと広がりを見せた。この

経験が生徒のさらなる社会参画に向けた姿勢につながることを期待する。今後も生徒が社会科的な見

方・考え方を働かせながら社会参画への意欲を高める教材との出合いを求め、研究実践を進めていく。 


